
推
薦
の
こ
と
ば

ーーー幼稚園教育改革のプロセス

日
本
女
チ
大
学
教
授

森
上

史
朗

松
本
幼
稚
園百
年の
歩みは、
単に一
つ
の
幼
稚
園の

歴
史に
と
どま
ら
ず、
広
くわ
が
国の
幼
稚
園
教
育が
真

に
子ど
もの
ため
の
もの
に
なっ
てい
く
改革のプロ
セ

ス
の
典
型を
伺い
知
るこ
との
で
きる
貴
重な
足
跡で
も

あ
り
ま
す。
その
改革の
歩みは、

過去の
出
翠争で
は

あ
り
ま
すが、
その
実
践は
意
欲
的、

感動的で、
今
日

の
私た
ちの
実
践に
対し
て
も、
大
きな
示
唆と
励
ま
し

を
与
え
て
く
れ
る
内
容
で
す。
そ
う
し
た
意味か
ら、
で

き
る
だ
け
多くの
保
育
関
係者に一
読を
お
勧め
す
る
次

第で
す。

ーーー今こそ温故知新のとき松
村

好
雄

長
貯
県
教
育
次
長

八
年
前に
文部
省が
記
今笛
版し
た
「
幼
稚
園
教
育百

年
央」
に、
保
育日

誌等が
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど、
松
本
幼

稚
園の
教
育
内
容・
方
法に
は、
全国
的に
定評が
あ
る。

その
松
本
幼
稚
園が、

明治二
O
年
四
月
創
設
以
来継

承
さ
れ
発
展させ
て
きた
子ど
も
中
心
の
保
育の
実
際の

中か
ら、
教
育の
原
点
を
求め
て
編
集さ
れた
のが、
こ

の
百
年
誌で
あ
る。

今こ
そ
温
故知
新の
と
き。
よ
り
多
くの
人た
ち
と
共

に
話
題に
し
た
い
得
難
き百
年
誌で
も
あ
る。

本書を推せんします和合
正
治

松
本
市
長

教
育
文
化都
市
松
本
市が
全国に
誇
る
市
立
松
本
幼
稚

園の
百
周
年
を
記
念し
て、
「
松
本
幼
稚
園
百
年
誌」
が
こ

の
た
び
刊
行の
運び
と
な
り
ま
すこ
と
は
誠に
事顎の
深

い
もの
が
ご
ざい
ま
す。

松
本
市は
明治
四
十
年
に
市
制を
施
行
して、
本年
は

八
十
周
年の
記
今芋Jベ
き年でご
ざい
ま
すが、
松
本
幼

稚
園が
創
立さ
れま
し
た
の
は、
こ
れ
を
遡るこ
と二
十

年
とい
うこ
とで
あ
り、
その
百
年の
歴
史をつ
ぶ
さ
に

綴っ
た
こ
の
百
年
誌を
ひ
と
りで
も
多
くの
皆
様に
読ん

で
い
た
だ
き、
二
十一
世
紀に
向
けての
新しい
教
育の

あ
り
方
を
考え
る
糧に
し
よ
うで
は
あ
り
ませ
んか。

横山守屋坂野佐藤

こ
の
た
びの『
松
本
幼
稚
園百
年
誌』
の
発刊に
際し、

心
よ
り
お
慶び
を
申
し
上
げ
ま
す。
思
えば
明治二
O
年

幼
稚

園創立
以
来、
先
輩が
営々
と
し
て
築
きあげ
て
き

た一
世
紀に
亙る
歴
史は、

急流あ
り、
激
漏あ
り、
波

澗
万
丈の
百
年と
申
し
て
も
過一言で
は
ない
で
しょ
う。

幼
児
教
育の
重
要
性が
強
調さ
れ、
国
を
あ
げ
て
教
育

の
本
質が
問わ
れて
い
る
と
き、
木
県
に
お
け
る
幼
児
教

育の
歴
史が
明らか
に
さ
れ
るこ
と
は
ま
こ
と
に
意義
深

く、

編纂事
業へ
の
努
力に
対し
敬意
を
表
す
次
第で
す。

願
わ
くは
教
育
会
現
会
員、

先輩の
皆
様、
幼
児
教
育

と
深い
関わ
り
を
もっ
地
域の
皆
様
方に
ご
清鑑
を
ねが

い、
全
国に
数
少ない
幼
稚
園百
周
年
を
祝福して
い
た

だ
け
れ
ば、
こ
れに
す
ぎる
慶び
は
な
い
で
しょ
う。

松
本
市
教
育
会
長

松
本
市
校
長
会
長

ぃ
米
筑
摩
塩
尻
教
育
会
長

点
筑
摩
塩
尻
校
長
会
長

和政立昭
雄元秋司
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